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解析学基礎 ��では，�変数関数の極値問題と �変数関数の積分に焦点をあてて，講義を進めていきます．�

変数関数の極値問題は多変数関数の極値問題の基本となるもので，現実の問題に極めて応用範囲の広いも

のです．講義では，その基本となる方法として，ラグランジュの未定乗数法を紹介します．また，関連し

て，陰関数の定理を紹介します．高校数学では，�変数関数の定積分は「原始関数の値の差」と教わった

こと思いますが，大学の講義では定積分（リーマン積分）の出発点はより直感的に分かりやすい形で定義

され，その結果として，定積分は原始関数の値の差で表されることを示します．また，高校数学では積分

区間が無限に広がる場合は取り扱いませんでしたが，この講義ではそのような場合も取り扱いたいと思い

ます（広義積分）．

講義を基本的に次の教科書の内容に沿って行われます．ただし，下に記すように順番は，教科書どおり

ではないので，注意してください．

押川 元重，南 正義 共著

「精選 微分積分」�培風館�

前期で取り扱う教科書の範囲および順序は，下記を予定していますが，内容，順序は講義の都合により

適宜変更することがあるので注意してください．（ 括弧内の数字は教科書の章番号を表します．��の番号が

ないものは教科書には載っていない内容です．）

�	 �復習
 �� �変数関数の全微分可能性

�	 ��� 合成関数の偏微分

�	 テイラーの定理 �教科書には書いてありません．�

�	 �� �変数関数の極値問題

�	 ���� ラグランジュの未定乗数法

�	 ���� 陰関数の定理

�	 ���� 実数の連続性

�	 ���� �変数関数の定積分

	 ��
 ��� 不定積分

��	 ���� 広義積分

��	 ���� 曲線

��	 ���� 簡単な �階の微分方程式（時間があれば．）

単位は試験の結果で決まります．期末試験のほかに試験を行うかどうかについては，講義中に発表します．

この講義に対するオフィスアワーを設けます．質問がある場合は，この時間に研究室に来て下さい．

オフィスアワー 水，木曜日 � コマ

授業に関する質問は，電子メールでも受け付けます．また，授業中に配布したプリントは私のホームペー

ジに掲載されます	アドレスは，

����������������
�	��
��������
��
����������

です．


